














Are Compound Particles Written in Kanji or Not?: Focus on Verbs in 
‘Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese’ 





















  （1）私は今回厄年についての本を書くにあたって，二つの宗教施設を訪れた。 
（LBt3_00153,280）2 
（2）GE 社内では，シックスシグマ導入に至った経緯や導入に当たって戦わされた議論
は，特に重要視されていない。               （LBm5_00036,62580） 
（3）その言葉が，沙霧の亡きあと，時間が経つにしたがって，黒木の胸中で重さを増し
つつあった。                       （LBh9_00133,30720） 
（4）被用者は年をとるに従って個人貯蓄を積み立てられるうえに，社会保障や企業年金






























































































カライッテ からいって 言う 和 2 ニツレテ につれて 連れる 和 4 
カラトイッテ からといって 言う 和 2 ニトッテ にとって 取る 和 3 
トイッタ といった 言う 和 2 ヲトオシテ をとおして 通す 和 2 
トキタラ ときたら 来る 和 2 ヲモッテ をもって 持つ 和 3 
ニアタッテ にあたって 当たる 和 2 ニカンシテ にかんして 関する 漢 4 
























 表 2 は上述の手順にしたがって，各形式について意味と表記を集計したものである。括弧
内は「複合助詞」「本動詞」の意味に占める割合である。例えば，「ニツレテ」は「図書館・
書籍」における頻度は 1048 であり，そこから 100 例抜き出して形式の意味と表記を調べた
結果，複合助詞の用例は 52 例で，そのすべてが仮名表記（52 例，100.0%）だった。「ニツレ
テ」が本動詞の用例だったのは 48 例，そのうち仮名表記は 6 例（12.5%）であった。形式の
後ろに続く語は様々な語が観察された。本動詞の用例では，「～に連れて行く」「～を持って
いる」などの移動やアスペクトを表す動詞，複合助詞の用例では，「～にとっては」「に対し

















6 例えば，複合助詞「ニシタガッテ」の検索条件は，「キー: 語彙素="従う"，前方共起（キーから 1 語）: 
語彙素="に"，後方共起（キーから 1 語）: 語彙素="て"」である。「トイッタ」と「トキタラ」のみ，後方
共起（キーから 1 語）の条件に書字出現形を加えた。「トイッタ」は「後方共起（キーから 1 語）: 語彙素
="た" AND 書字出現形="た"」，「トキタラ」は「後方共起（キーから 1 語）: 語彙素="た" AND 書字出現
形="たら"」である。 







カンシテ」は本動詞の用例が 0 であるが，「ニタイシテ」は本動詞の漢字表記の割合は 100.0%


























































































































































































































 「ヲモッテ」の用例 300 例について 100 例のときと同様に，用例を「複合助詞の用例」と
「本動詞の用例」に目視で分け，それぞれの用例について表記の割合を求めた（表 3）。「を












表 3 「ヲモッテ」の表記の割合 
 複合助詞 本動詞  計  
仮名表記 62 81.6% 56 26.4% 118 41.0% 
漢字表記 14 18.4% 156 73.6% 170 59.0% 


























は 0%，前接語が抽象的意味のときの漢字表記率は 20.3%（計 69 例のうち 14 例）と，前接
語が具体的意味のときよりも，抽象的意味のときのほうが漢字表記率が高い。一方，本動詞
では，前接語が具体的意味のときは 81.0%（計 99 例のうち 81 例），抽象的意味のときは 66.4%




9 グループ・ジャマシイ編（1998:587）「もって 1」の項参照。 
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       表 4 前接語の意味と「ヲモッテ」の表記   単位：用例数 
前接語 
複合助詞 本動詞 形式 
合計 仮名表記 漢字表記 計 仮名表記 漢字表記 計 
具体的意味 
7 0 7 18 81 99 106 
(100.0%) (0.0%) (100.0%) (18.0%) (81.0%) (100.0%)  
抽象的意味 
55 14 69 38 75 113 182 
(79.7%) (20.3%) (100.0%) (33.6%) (66.4%) (100.0%)  
計 
62 14 76 56 156 212 288 
(81.6%) (18.4%) (100.0%) (26.3%) (73.2%) (100.0%)  
  
表 4 の複合助詞で「ヲモッテ」が漢字表記される場合はすべて前接語が抽象的意味の場
合であった。14 例に見られた前接語は以下の 12 語である。「信念」と「勇気」はそれぞれ 2



































      表 5 「ニアタッテ」の表記の割合  単位：用例数 
 複合助詞 本動詞  計  
仮名表記 144 69.2% 40 43.5% 184 61.3% 
漢字表記 64 30.8% 52 56.5% 116 38.7% 











表 6 本調査で用いる「ニアタッテ」の前接語の分類 
分類 語例 
1.漢語をもとにした語 
 ①名詞-サ変 運用，運行，改正，解釈，解析等，国際協力  
 ②名詞-サ変 (を)する 維持する，解説をする，解釈しようとする，実施していく 
 ③一字の漢語＋する 任じられる 
 ④その他名詞    五十年忌，最終回 
2.和語をもとにした語 
 ①動詞       つくる，送り出す，お悼みする，考えていく，（改革を）行う            
 ②名詞       受け入れ，幕開け 






















 まず，表 5 の「複合助詞」208 例を前接語の種類によってまとめた（表 7）。複合助詞全体
の前接語は，漢語が 128 語で和語の 74 語よりも多い。漢字表記率は，前接語が和語（24.3%）
よりも漢語（33.6%）のほうが 9.3 ポイント高いが，前接語の種類と複合助詞の表記につい
て，2×2 のカイ二乗検定を行ったところ，有意差は見られなかった（χ2 = 1.50, df = 1, p =.22）。
なお，係り先についても同様に集計したところ，有意差は見られなかった10。 
 
表 7 「ニアタッテ」の表記と前接語の種類 
前接語の種類 
複合助詞表記 
仮名表記 漢字表記 計 
漢語 85 66.4% 43 33.6% 128 100.0% 
和語 56 75.7% 18 24.3% 74 100.0% 
外来語・混種語 3 50.0% 3 50.0% 6 100.0% 




である。表 8 には，表 7 の 208 例から以下の 13 例を除き，195 例について「漢語」と「和
語」の組み合わせによってまとめた。除外した 13 例の内訳は，表 7 の前接語が「外来語・
混種語」の 6 例と，係り先が「外来語」あるいは「係り先なし」の用例 7 例11である。前接
語と係り先の組み合わせ，およびその表記について，4×2 のカイ二乗検定を行ったところ，




表 8 「ニアタッテ」の表記と係り先の語の種類 
前接語 係り先 
複合助詞表記 
仮名表記 漢字表記 計 
漢語 漢語 33 62.3% 20 37.7% 53 100.0% 
漢語 和語 46 66.7% 23 33.3% 69 100.0% 
和語 和語 39 73.6% 14 26.4% 53 100.0% 
和語 漢語 16 80.0% 4 20.0% 20 100.0% 





10  本研究の統計解析には R(ver.3.6.0)を用いた。 















































 資 料 









カラトイッテ 言う 逆説条件（仮定） 日本人だからといって、すべて日本文化について知
っているわけではありません。(型Ⅱ) 
トイッタ 言う ①同格 よろこびをかくしきれないといった歓迎ぶりが、ま
ずなによりも有難く思われた。(砂) 
  ②強調 この地方の風俗にも生活にも一年中、これといった
変化はない。(魔) 






ニアタッテ 当たる 時・場所・状況 「今度の事業を成功させるにあたっては、多くの
人々の協力が必要である。」(Ｊ) 


























  ③基準・境界 一月一日をもって所長に就任した。 




ニタイシテ 対する ①対象・関連 今日科学の欺瞞に対して感謝の意を表してしかるべ
きであろう。(現) 
  ②割合 アルバイト一人に対して一日五千円が支払われる。 
※用例の後ろの（ ）は，森田・松木（1989）に示されている用例の出典を表す略号である。略号と出典 
については森田・松木（1989）の凡例参照。 
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